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脱分化型脂肪肉腫は希少がんである脂肪肉腫のサブタイプの 1 つであり、MDM2、CDK4

遺伝子を含む 12 番染色体 q13-15 の増幅が特徴である。臨床的には高い局所再発率と治療

抵抗性を示すため、予後はいまだに不良である。治療成績向上のために新規治療法の開発が

望まれているが、公的細胞バンクから入手できる脱分化型脂肪肉腫細胞株は存在せず、基礎

研究が遅れているという問題点がある。そこで我々は手術検体を用いて脱分化型脂肪肉腫

細胞株の樹立を試みた。樹立した細胞株は 12 番染色体 q13-15 の増幅に加え、脱分化型脂

肪肉腫において一定の割合で認める 1番染色体 p32、q23の増幅を認めた。またスフェロイ

ド形成能、強い浸潤能、マウスにおける腫瘍形成能があり、薬剤スクリーニング試験ではプ

ロテアソーム阻害薬であるボルテゾミブに対する反応性を認めた。本細胞株は脱分化型脂

肪肉腫の前臨床研究において有用であると考える。 
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